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第12回　『地域・流域共生フォーラム』　

見聞録和光

現代社会学科　
いしだ   ゆずま
石田 悠真　さん

「今一番アツくなれるものは何ですか？」

毎回共通の質問を投げかけ、先生から学生へ、学生から先生へとバトン
をつないでいく連載企画。

に飽きさせない工夫をすることを意識します。いかに視覚にアピー
ルできるかを考え、色づかいや文字の大きさ、フォントなどにこ
だわり、動きをつけたりします。しかし場合によっては、いろい
ろ盛るよりもシンプルに削ることも大切と感じています。
　デザインに関するスキルは基本的に独学です。自分では解決で
きない部分は人に教わり、スキルが高い人がいれば、積極的に聞
きに行くようにもしています。また、自分のセンスを高めるため、
様々な媒体のデザインを見ることも心がけています。
　デザインが洗練されていることは、多くの人に受け入れてもら
うきっかけになります。多くの人に関心を持ってもらいたい思い
があり、また、デザインを考えるのが純粋に楽しいので、これか
らもグラフィックデザインに関わっていきたいと思います。

　今回、石田さんが実際に作成された素敵なデザインの資料を何
種類も紹介していただきました。その際とても楽しそうで、そこ
でもアツい思いを感じることができました。
　石田さんがばとんを繋ぐのは、心理教育学科の山本由美先生で
す。次回もお楽しみに！

( 文 =野内 )

　今回、行動力溢れる石
田さんにお話を伺いまし
た。  和光大学では、「wako 
lgbtsコミュニティ」とい
うサークルを立ち上げ、
学外ではLGBTのための認
定NPO法人ReBit(リビッ
ト )に所属しているそうで

す。具体的には、サークル活動で多くの大学とつながり交流会を主
催したり、NPO法人の広報として大学や高校へ出向き講演を行った
りと学外へ積極的に出ていき、幅広く活躍されています。
　そんな石田さんがアツくなっているのは、「グラフィックでの気
持ちの伝え方」です。様々な団体で活躍していく中で、組織の一員
としてではなく個人の強みを考えた時、グラフィックデザインに関
する興味だと感じるようになったそうです。今回は、そのアツい思
いを語っていただきました。

　大学生になり活動の幅が広がることで、伝える場が増え、その資
料をつくる機会も増えてきました。その際、資料作成にこだわるこ
とで、他者とは違う自分の個性が引き出されると感じ始めました。
　伝えたいことを正しく受け入れてもらうためには、相手に興味を
持ってもらうことが大切です。資料作りは、わかりやすさと共に相手

　このコーナーの第 1回 (131 号 ) で、A棟１階エントランスの水
槽を取り上げましたが、今回はそれよりももっと多く生き物を学
内で見ることができる、地域・流域共生フォーラムを紹介します。
　G棟 3階にあるこの場所には、ホトケドジョウなどの魚類の他、
カメやヘビ、カエルなど様々な生き物が飼われています。昆虫の
標本もあります。こちらの担当職員である齋藤透さんに、この場
所を紹介してもらいました。
　ここはこの地域の自然環境の素晴らしさを知ってもらうための
場所であり、大学と地域をつなげる拠点となる場所です。ここに
いるのは、全て大学のある岡上地域、鶴見川流域で見られる生き
物です。学生や地域の方々に、これらの生き物を見たり触ったり
することで自然を直に感じてもらうために展示しています。
　そして、最近では学童クラブの子どもたちが遊びに来たり、小
学生が、授業の一環として地域の自然を学びに来たりしています。
その中には、自然や生き物の話を聞いて、目を輝かせている子ど
ももいます。このような活動を通して、この地域に愛着を持って
もらいたい、そしてここを地域の方々と学生や教員を繋ぐ場所と

していきたいと考えています。
　ここでは、普段気づかない足元の自然の豊かさを感じるこ
とができます。人とのつながりも広げることができます。
　平日の 9：00 ～ 17：00 開室しておりますので、気軽に遊
びに来てください。
　地域・流域共生フォーラムHP　http://www.ryuiki-wako.jp/

普段の学生生活ではなかなか知ることのできないモノや場所を調査し、
光を当てていく連載企画。 
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見聞録和光

現代社会学科　
いしだ   ゆずま
石田 悠真　さん

「今一番アツくなれるものは何ですか？」

毎回共通の質問を投げかけ、先生から学生へ、学生から先生へとバトン
をつないでいく連載企画。

に飽きさせない工夫をすることを意識します。いかに視覚にアピー
ルできるかを考え、色づかいや文字の大きさ、フォントなどにこ
だわり、動きをつけたりします。しかし場合によっては、いろい
ろ盛るよりもシンプルに削ることも大切と感じています。
　デザインに関するスキルは基本的に独学です。自分では解決で
きない部分は人に教わり、スキルが高い人がいれば、積極的に聞
きに行くようにもしています。また、自分のセンスを高めるため、
様々な媒体のデザインを見ることも心がけています。
　デザインが洗練されていることは、多くの人に受け入れてもら
うきっかけになります。多くの人に関心を持ってもらいたい思い
があり、また、デザインを考えるのが純粋に楽しいので、これか
らもグラフィックデザインに関わっていきたいと思います。

　今回、石田さんが実際に作成された素敵なデザインの資料を何
種類も紹介していただきました。その際とても楽しそうで、そこ
でもアツい思いを感じることができました。
　石田さんがばとんを繋ぐのは、心理教育学科の山本由美先生で
す。次回もお楽しみに！

( 文 =野内 )

　今回、行動力溢れる石
田さんにお話を伺いまし
た。  和光大学では、「wako 
lgbtsコミュニティ」とい
うサークルを立ち上げ、
学外ではLGBTのための認
定NPO法人ReBit(リビッ
ト )に所属しているそうで

す。具体的には、サークル活動で多くの大学とつながり交流会を主
催したり、NPO法人の広報として大学や高校へ出向き講演を行った
りと学外へ積極的に出ていき、幅広く活躍されています。
　そんな石田さんがアツくなっているのは、「グラフィックでの気
持ちの伝え方」です。様々な団体で活躍していく中で、組織の一員
としてではなく個人の強みを考えた時、グラフィックデザインに関
する興味だと感じるようになったそうです。今回は、そのアツい思
いを語っていただきました。

　大学生になり活動の幅が広がることで、伝える場が増え、その資
料をつくる機会も増えてきました。その際、資料作成にこだわるこ
とで、他者とは違う自分の個性が引き出されると感じ始めました。
　伝えたいことを正しく受け入れてもらうためには、相手に興味を
持ってもらうことが大切です。資料作りは、わかりやすさと共に相手

　このコーナーの第 1回 (131 号 ) で、A棟１階エントランスの水
槽を取り上げましたが、今回はそれよりももっと多く生き物を学
内で見ることができる、地域・流域共生フォーラムを紹介します。
　G棟 3階にあるこの場所には、ホトケドジョウなどの魚類の他、
カメやヘビ、カエルなど様々な生き物が飼われています。昆虫の
標本もあります。こちらの担当職員である齋藤透さんに、この場
所を紹介してもらいました。
　ここはこの地域の自然環境の素晴らしさを知ってもらうための
場所であり、大学と地域をつなげる拠点となる場所です。ここに
いるのは、全て大学のある岡上地域、鶴見川流域で見られる生き
物です。学生や地域の方々に、これらの生き物を見たり触ったり
することで自然を直に感じてもらうために展示しています。
　そして、最近では学童クラブの子どもたちが遊びに来たり、小
学生が、授業の一環として地域の自然を学びに来たりしています。
その中には、自然や生き物の話を聞いて、目を輝かせている子ど
ももいます。このような活動を通して、この地域に愛着を持って
もらいたい、そしてここを地域の方々と学生や教員を繋ぐ場所と

していきたいと考えています。
　ここでは、普段気づかない足元の自然の豊かさを感じるこ
とができます。人とのつながりも広げることができます。
　平日の 9：00 ～ 17：00 開室しておりますので、気軽に遊
びに来てください。
　地域・流域共生フォーラムHP　http://www.ryuiki-wako.jp/

普段の学生生活ではなかなか知ることのできないモノや場所を調査し、
光を当てていく連載企画。 
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たくさんの受験生、保護者の方が来場するオープンキャンパスで、受付や案内、キャンパスツアーなどを
担当する学生スタッフを募集します。元気で責任感のある方や人と話すのが好きな方、歓迎です！
アルバイト登録制。4月から受付開始予定。

●特徴
・和光大学のおもしろさや学び方を受験生に伝えることが出来ます。
・オープンキャンパス前には、スタッフミーティングや研修会を実施。
　初めての方でも自信を持って当日を迎えられます。
・研修や勤務を通じて、他の学生スタッフと繋がりが出来るので、
　人間関係が広がります。

●申込・問い合わせ　入試広報室（A棟 1階）まで

情報保障団として、障がい学生のサポート

入学登録や学科オリエンテーションなどでの、要約筆記（パソコンテイク）を行う
「情報保障団」メンバーを募集しています。

●特徴
・定期的に練習会を開催しますので、
　パソコンテイクが初めてという方も大歓迎です（謝礼あり）。

●申込・問い合わせ　学生支援室 (Ａ棟 3階 ) まで

ノートテイカーとして、障がい学生の授業をサポート

聴覚障がい学生や肢体不自由学生の隣に座り、授業時のサポートを行うノートテイカーを募集しています。
現在約 30 名の学生がノートテイカーとして活躍中です。科目数に応じた謝礼あり。

●特徴
・日常のノートテイクや交流会などを通じて、障がい学生、
　他のノートテイカーとの繋がりができ、友人も増えます。
・ノートを取る力や話を要約する力が身について、自分の勉強や就職活動に役立ちます。
・初めての人でも安心して取り組めるように、基礎技術の講習会を実施しています。
・人の役に立つのが好きな方、大学に入って新しいことに挑戦してみたい方、
　パソコン入力が得意な方、ぜひ応募してください。

●申込・問い合わせ　学生支援室 (Ａ棟 3階 ) まで

『WAKO CIRCLE』をつくり編集の腕をみがく

毎年発行している広報冊子の作成をしていただける方を募集します。

●特徴
・この冊子『WAKO CIRCLE』は学生スタッフとともに作成しています。
　企画、取材・執筆、撮影、レイアウトなど、
　編集作業に興味のある学生をお待ちしています。謝礼あり。

●申込・問い合わせ　企画室（Ａ棟 1階）

＜図書・情報館で、本にまつわる企画にたずさわる＞

　読書や本にまつわる企画・イベントを計画・実行する「Let’s Read Project」のメンバーを募集しています。
　「選書ツアー」の開催や館内の常設コーナーでのテーマ別企画本棚の公開、ビブリオバトルの開催など、
　新たなアイデアも続々登場しています。

●特徴
・学年も所属学科も多様な学生が集まっているので、館内に設けられた LRP ルームでは、
　本やマンガなど、いろいろなジャンルの話題で交流できます。
・ポスターやチラシ制作などを通じて、表現のスキルを身につけることができます。

●学生メンバーからの声
　選書ツアーに参加したり、館内の本をセレクトして本棚を作ったりするなかで、
　自分が知らなかった本の世界を知るおもしろさ、
　自分が紹介した本を読んでもらえる楽しさを経験できました。

●申込・問い合わせ  図書・情報館（ 3 階レファレンスカウンター）まで

＜対面朗読で、視覚障がい学生をサポートする＞

●業務内容
（対面朗読サービス：視覚障がい学生の図書・情報館利用を援助するために実施）
　1年間（または半期）、授業の空きコマに視覚障がいのある学生とペアを組み、
　本やプリントの代読、資料探しのお手伝いなどの、
　図書・情報館利用のサポートをする学生を募集しています。
　週 1コマ。年 2回朗読料を支給しています。

●特徴
・年度初めに募集し、授業の空き時間をもとに調整します。
・図書・情報館の仕事や調べものに関心のある学生の皆さん、
　人の役に立ちたい、視野を広げたいという方、ぜひ参加してください。

●申込・問い合わせ  図書・情報館（ 3 階レファレンスカウンター）まで

Let's Read Project

対面朗読　朗読者

情報保障団
広報冊子作成スタッフ

ノートテイカー

オープンキャンパススタッフ
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たくさんの受験生、保護者の方が来場するオープンキャンパスで、受付や案内、キャンパスツアーなどを
担当する学生スタッフを募集します。元気で責任感のある方や人と話すのが好きな方、歓迎です！
アルバイト登録制。4月から受付開始予定。

●特徴
・和光大学のおもしろさや学び方を受験生に伝えることが出来ます。
・オープンキャンパス前には、スタッフミーティングや研修会を実施。
　初めての方でも自信を持って当日を迎えられます。
・研修や勤務を通じて、他の学生スタッフと繋がりが出来るので、
　人間関係が広がります。

●申込・問い合わせ　入試広報室（A棟 1階）まで

情報保障団として、障がい学生のサポート

入学登録や学科オリエンテーションなどでの、要約筆記（パソコンテイク）を行う
「情報保障団」メンバーを募集しています。

●特徴
・定期的に練習会を開催しますので、
　パソコンテイクが初めてという方も大歓迎です（謝礼あり）。

●申込・問い合わせ　学生支援室 (Ａ棟 3階 ) まで

ノートテイカーとして、障がい学生の授業をサポート

聴覚障がい学生や肢体不自由学生の隣に座り、授業時のサポートを行うノートテイカーを募集しています。
現在約 30 名の学生がノートテイカーとして活躍中です。科目数に応じた謝礼あり。

●特徴
・日常のノートテイクや交流会などを通じて、障がい学生、
　他のノートテイカーとの繋がりができ、友人も増えます。
・ノートを取る力や話を要約する力が身について、自分の勉強や就職活動に役立ちます。
・初めての人でも安心して取り組めるように、基礎技術の講習会を実施しています。
・人の役に立つのが好きな方、大学に入って新しいことに挑戦してみたい方、
　パソコン入力が得意な方、ぜひ応募してください。

●申込・問い合わせ　学生支援室 (Ａ棟 3階 ) まで

『WAKO CIRCLE』をつくり編集の腕をみがく

毎年発行している広報冊子の作成をしていただける方を募集します。

●特徴
・この冊子『WAKO CIRCLE』は学生スタッフとともに作成しています。
　企画、取材・執筆、撮影、レイアウトなど、
　編集作業に興味のある学生をお待ちしています。謝礼あり。

●申込・問い合わせ　企画室（Ａ棟 1階）

＜図書・情報館で、本にまつわる企画にたずさわる＞

　読書や本にまつわる企画・イベントを計画・実行する「Let’s Read Project」のメンバーを募集しています。
　「選書ツアー」の開催や館内の常設コーナーでのテーマ別企画本棚の公開、ビブリオバトルの開催など、
　新たなアイデアも続々登場しています。

●特徴
・学年も所属学科も多様な学生が集まっているので、館内に設けられた LRP ルームでは、
　本やマンガなど、いろいろなジャンルの話題で交流できます。
・ポスターやチラシ制作などを通じて、表現のスキルを身につけることができます。

●学生メンバーからの声
　選書ツアーに参加したり、館内の本をセレクトして本棚を作ったりするなかで、
　自分が知らなかった本の世界を知るおもしろさ、
　自分が紹介した本を読んでもらえる楽しさを経験できました。

●申込・問い合わせ  図書・情報館（ 3 階レファレンスカウンター）まで

＜対面朗読で、視覚障がい学生をサポートする＞

●業務内容
（対面朗読サービス：視覚障がい学生の図書・情報館利用を援助するために実施）
　1年間（または半期）、授業の空きコマに視覚障がいのある学生とペアを組み、
　本やプリントの代読、資料探しのお手伝いなどの、
　図書・情報館利用のサポートをする学生を募集しています。
　週 1コマ。年 2回朗読料を支給しています。

●特徴
・年度初めに募集し、授業の空き時間をもとに調整します。
・図書・情報館の仕事や調べものに関心のある学生の皆さん、
　人の役に立ちたい、視野を広げたいという方、ぜひ参加してください。

●申込・問い合わせ  図書・情報館（ 3 階レファレンスカウンター）まで

Let's Read Project

対面朗読　朗読者

情報保障団
広報冊子作成スタッフ

ノートテイカー

オープンキャンパススタッフ

WAKO CIRCLE  ● 0910 ● WAKO CIRCLE
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事
業
室 

A
棟
3
階

●
通
勤・通
学
時
の
マ
ナ
ー   

に
つ
い
て

　
や
む
を
得
ず
自
動
車
を

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
以
外
に
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
こ
と
は
で 

き
ま
せ
ん
。
徒
歩
・
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
の
通
学
・
通
勤

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
て
歩
く
、
た
ば
こ

の
ポ
イ
捨
て
、
夜
間
の
大
声
で
の
談
笑
な
ど
地
域
住 

民
の
方
か
ら
苦
情
が
届
い
て
い
ま
す
。
思
い
や
る
心

を
持
っ
て
通
行
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。    

　

 

教
学
支
援
室 

A
棟
2
階 

●
新
年
度
資
料
に
つ
い
て

　
4
月
6
日(

土)

、
8
日(

月)

、
9
日(

火)

に

新
年
度
資
料(

学
修
の
手
び
き
、
時
間
割
な
ど)

を

配
布
し
ま
す
。
学
科
別
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

席
す
る
前
ま
で
に
、
必
ず
受
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
同
会
場
に
て
学
生
証
の
裏
面
シ
ー
ル
も
配

布
し
ま
す
。
学
生
証
持
参
の
上
、
忘
れ
ず
に
受
取
る 

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
各
学
科
の
掲
示

板
ま
た
は
和
光
ポ
ー
タ
ル
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
学
科
別
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
4
月
6
日(

土)

、
8
日(

月)

、
9
日(

火)

に

学
科
別
の
学
年
指
定
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
れ

ま
す
。学
生
証
持
参
の
上
、必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
各
学
科
の
掲
示
板
ま
た
は
大
学
ホ
ー 

ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
履
修
登
録

　
授
業
の
履
修
登
録
は
和
光
ポ
ー
タ
ル(

W
e
b 

シ

ス
テ
ム)

で
行
い
ま
す
。
和
光
大
学
ア
カ
ウ
ン 

ト
が

必
要
と
な
る
の
で
、
自
分
の
ユ
ー
ザ
ー
名
と
パ
ス

ワ
ー
ド
の
確
認
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
履
修
登
録
期
間 

4
月
19
日(

金)

〜
22
日(

月)

・
履
修
訂
正
期
間 

4
月
30
日(

火)

5
月
1
日(

水)

●
履
修
相
談

　
学
修
計
画
や
「
和
光
ポ
ー
タ
ル
」
で
の
履
修
登
録

の
こ
と
な
ど
、
教
学
支
援
室
窓
口
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
な
ど
は
、「
学

修
の
手
び
き
」
を
よ
く
読
ん
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
前
期
授
業
開
始

　
前
期(

大
学
院
は
春
セ
メ
ス
タ
ー)

の
授
業
開
始

は 

4
月
10
日(

水)

で
す
。

 

学
生
支
援
室 

A
棟
3
階 

●
学
生
ロ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て

・
貸
与
期
間
　
19
年
12
月
23
日
ま
で
で
す
。

・
利
用
料
金
　
利
用
料
は
年
間
千
円
で
す
。 

・
受
付
期
間 

4
月
10
日(

水)

〜
19
日(

金)

 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
し
ま
す
。

●
学
生
相
談
セ
ン
タ
ー

【
☎
0
4
4

-

9
4
9

-

0
0
0
4
】

　
月
〜
金
の
週
5
日
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す(

1
コ
マ
45
分
、
予
約
制)

。
予
約
や

詳
細
に
つ
い
て
は
G
棟
学
生
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

医
務
室 

G
棟
1
階

●
健
康
診
断
と
再
検
査
等
に
つ
い
て

　
健
康
診
断(

在
学
生)

は
、
4
月
6
日(

土)

、
8

日(

月)

、
9
日(

火)

に
行
い
ま
す
。
健
康
診
断
で
、 

再
検
査
や
校
医
面
談
を
指
示
さ
れ
た
方
は
、
お
伝
え

し
た
実
施
日
時
に
必
ず
医
務
室
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
健
康
診
断
証
明
書
に
つ
い
て

　
大
学
で
健
康
診
断
を
受
け
、
か
つ
再
検
査
等
指
示

を
す
べ
て
済
ま
せ
た
方
の
み
、
5
月
中
旬
か
ら
自
動

発
行
機
で
発
行
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
掲

示
板
な
ど
で
発
行
開
始
日
を
案
内
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
医
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
感
染
症
へ
の
注
意
と
予
防
を

　
37
度
5
分
以
上
の
発
熱
や
体
調
不
良
時
は
、
何
ら

か
の
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の 

で
、
登
校
前
に
受
診
す
る
な
ど
の
対
応
と
普
段
の
予

防
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
キ
ャ
リ
ア
支
援
室 

A
棟
3
階

●
4
年
生
の
皆
さ
ん

　
求
人
検
索
の
方
法
・
応
募
書
類
の
作
成
や
提
出
・

面
接
対
策
な
ど
、
個
別
相
談
で
対
応
し
て
い
ま
す
。 

将
来
の
可
能
性
を
広
げ
て
就
職
活
動
に
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。

●
3
年
生
の
皆
さ
ん

　
各
企
業
は
3
年
生
向
け
に
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
す
。
社
会
人
と
接
す
る
貴
重
な
チ
ャ 

ン
ス
で
す
。
興
味
の
あ
る
企
業
・
団
体
で
積
極
的
に

経
験
し
ま
し
ょ
う
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
で
、
各
企
業 

か
ら
届
く
案
内
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
1
・
2 

年
生
の
皆
さ
ん

　
1
年
生
か
ら
参
加
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
行
事
や

講
座
も
多
数
あ
り
ま
す
!
将
来
へ
の
不
安
や
疑
問
な

ど
、
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
保
証
人
の
皆
さ
ま

　
学
生
本
人
が
、
主
体
的
に
自
身
の
進
路
を
選
択
決

定
で
き
る
よ
う
、
1
年
次
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま 

す
。
悩
ん
だ
り
迷
っ
て
い
る
と
き
は
、
足
を
運

ぶ
よ
う
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

 

企
画
室 

A
棟
1
階

●
学
生
研
究
助
成
金
の
募
集

　
学
生
で
学
術
研
究
等
に
顕
著
な
成
績
を
上
げ
ら
れ

る
と
思
わ
れ
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ 

を
対
象
に
、

学
生
研
究
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

・
給
付
額
1
件
5
万
円
以
内

*
場
合
に
よ
り
増
額
あ
り
。
た
だ
し
10
万
円
を
超
え

な
い
も
の
と
す
る
。

・
受
付
期
間
5
月
1
日(

水)

〜
31
日(

金)

●
オ
ー
プ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
ぱ
い
で
い
あ
の
ご
案
内

　
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
る
市
民
講
座
で
す
。
本
学

在
学
生
は
受
講
料
が
5
分
の
1
に
な
り
ま
す
。
企
画 

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

図
書
・
情
報
館 

図
書
館
部
門

●
図
書
・
情
報
館
の
利
用
に
つ
い
て

　
学
習
・
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
図
書
館
と

情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
を
複
合
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

入
館
お
よ
び
貸
出
、
施
設
利
用
に
は
学
生
証
が
必
要

で
す
。
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
の
ご
案
内

　
基
礎
か
ら
応
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
ま
で
、〝
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
〞
す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加

数
に
応
じ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
、
ポ

イ
ン
ト
ラ
リ
ー
も
実
施
し
ま
す
。

●Let’s Read Projectの
報
告
書
を
配
布
中

　
学
生
が
主
体
と
な
り
、
本
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
や
活
動
を
企
画
・
実
行
す
る
「Let’s Read 

Project

」。
18
年
度
の
活
動
を
ま
と
め
た
冊
子
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

図
書
・
情
報
館 

情
報
部
門 

●
和
光
大
学
ア
カ
ウ
ン
ト
の
発
行
に
つ
い
て

　
学
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
無
線
L
A
N
を
利
用
す

る
際
に
は
「
和
光
大
学
ア
カ
ウ
ン
ト
」（
ユ
ー
ザ
名

と
パ
ス
ワ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。
新
入
生
に
は
学
生

証
と
同
時
に
配
付
さ
れ
ま
す
。

　
自
分
の
和
光
大
学
ア
カ
ウ
ン
ト(

パ
ス
ワ
ー
ド)

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
メ

デ
ィ
ア
サ
ロ
ン
に
て
再
発
行
（
有
料
・
翌
日
発
行
）

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
メ
デ
ィ
ア
室
の
自
習
利
用
時
間
に
つ
い
て

　
メ
デ
ィ
ア
室
の
自
習
利
用
時
間
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
通
常
授
業
期
間
（
５
月
の
Ｇ
Ｗ
明
け
以
降
）

　 

平
日
９
時
〜
17
時
50
分
（
最
終
受
付
17
時
20
分
）

・
集
中
講
義
・
補
習
講
義
期
間
・
試
験
期
間

　 

平
日
９
時
〜
16
時
50
分
（
最
終
受
付
16
時
20
分
）

 

和
光
大
学
同
窓
会

　
和
光
大
学
同
窓
会
は
、
卒
業
生
同
志
、
卒
業
生
と

現
役
生
と
の
交
流
を
通
し
て
和
光
大
学
を
見
守
り
支

援
す
る
和
光
大
学
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

●
同
窓
会
役
員
メ
ン
バ
ー
募
集
中

　
現
役
生
大
歓
迎
!

　
同
窓
会
の
活
動
を
楽
し
く
、
意
義
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
に
お
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
!

・「
教
職
志
望
学
生
支
援
講
座
」「
福
祉
の
お
仕
事
ガ

イ
ド
」
な
ど
現
役
生
応
援
企
画
も
あ
り
ま
す
。

・同
窓
会
会
報
寄
稿
者(

近
況
報
告
、イ
ラ
ス
ト
、漫
画
、

お
店
、
書
籍
等
の
紹
介
な
ど) 

詳
細
は
H 

P
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
E
メ
ー
ル
・
F
A
X
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
メ
ー
ル
　dousoukai@

wako.ac.jp

F
A
X
　
0
4
4

-

9
4
9

-

0
0
0
8

 

奨
学
金
制
度

●
輝
け
!
未
来
の
和
光
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド 

　
和
光
大
学
成
績
優
秀
者
奨
学
金

【
対
象
】
2
〜
4
年
次
生

【
給
付
額
】
授
業
料
の
半
額(
後
期
分
充
当)

【
採
用
人
数
】
上
限
8
名

【
申
請
時
期
】
4
月
中
旬
〜
4
月
下
旬 

【
選
考
基
準
】
学
力
基
準

●
輝
け
!
未
来
の
和
光
サ
フ
ァ
イ
ア

　
和
光
大
学
給
付
奨
学
金

【
対
象
】
2
〜
4
年
次
生
お
よ
び
大
学
院
生

【
給
付
額
】授
業
料
の
半
額(

後
期
分・秋
期
分
充
当)

【
採
用
人
数
】
上
限
70
名

【
申
請
時
期
】
6
月
上
旬
〜
6
月
下
旬 

【
選
考
基
準
】
学
力
基
準
お
よ
び
家
計
基
準

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金 

　
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
貸
与
を
新
た
に
希

望
す
る
方
は
、
申
請
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

左
記
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
の
説
明
会
に
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い(

※
内
容
は
ど
ち
ら
も
同
じ
で
す)

。 

【
日
時
】
4
月
8
日(

月)

12
時
20
分
〜 

          　
4
月
9
日(

火)

12
時
20
分
〜

【
場
所
】
E
棟 

1
0
1 

教
室 

※
高
校
在
学
時
に
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
採
用
候
補
者
に

決
定
し
た
方
は
出
席
す
る
必
要
は
あ
り
ま 

せ
ん
。

●
私
費
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金

私
費
外
国
人
留
学
生
対
象
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
4
月 

11
日(

木)

12
時
15
分
〜 

【
場
所
】
A
棟
4
階
第
2
会
議
室

●
留
学
生
歓
迎
会

　
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
必
ず
事
前
に
掲
示
板
・

H
P 

等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　新入生健康診断

　日本学生支援機構奨学金採用候補者説明会

　

　入学登録・父母懇談会
　

　学科別オリエンテーション(※) 

　在学生健康診断 

　東京工芸大学単位互換オリエンテーション① 

　資格課程オリエンテーション(※)

　

　学科別オリエンテーション(※) 

　在学生健康診断

　短期語学留学オリエンテーション 

　資格課程オリエンテーション(※) 

　再入学生オリエンテーション

　

　学科別オリエンテーション(※) 

　在学生健康診断 

　東京工芸大学単位互換オリエンテーション②

　資格課程オリエンテーション(※) 

　編入学・転部転科生オリエンテーション

　前期授業開始

　留学生オリエンテーション

　　履修登録 (~4 月 22 日まで )

　学生研究助成金の募集受付 (~5 月 31 日まで )

(※) 詳細は、オリエンテーション日程表を確認してください。

Campus calendar

A p r i l

M a y

Campus
Information

キ ャ ン パ ス イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
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事
業
室 

A
棟
3
階

●
通
勤・通
学
時
の
マ
ナ
ー   

に
つ
い
て

　
や
む
を
得
ず
自
動
車
を

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
以
外
に
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
こ
と
は
で 

き
ま
せ
ん
。
徒
歩
・
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
の
通
学
・
通
勤

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
て
歩
く
、
た
ば
こ

の
ポ
イ
捨
て
、
夜
間
の
大
声
で
の
談
笑
な
ど
地
域
住 

民
の
方
か
ら
苦
情
が
届
い
て
い
ま
す
。
思
い
や
る
心

を
持
っ
て
通
行
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。    

　

 

教
学
支
援
室 

A
棟
2
階 

●
新
年
度
資
料
に
つ
い
て

　
4
月
6
日(

土)

、
8
日(

月)

、
9
日(

火)

に

新
年
度
資
料(

学
修
の
手
び
き
、
時
間
割
な
ど)

を

配
布
し
ま
す
。
学
科
別
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

席
す
る
前
ま
で
に
、
必
ず
受
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
同
会
場
に
て
学
生
証
の
裏
面
シ
ー
ル
も
配

布
し
ま
す
。
学
生
証
持
参
の
上
、
忘
れ
ず
に
受
取
る 

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
各
学
科
の
掲
示

板
ま
た
は
和
光
ポ
ー
タ
ル
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
学
科
別
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
4
月
6
日(

土)

、
8
日(

月)

、
9
日(

火)

に

学
科
別
の
学
年
指
定
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
れ

ま
す
。学
生
証
持
参
の
上
、必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
各
学
科
の
掲
示
板
ま
た
は
大
学
ホ
ー 

ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
履
修
登
録

　
授
業
の
履
修
登
録
は
和
光
ポ
ー
タ
ル(

W
e
b 

シ

ス
テ
ム)

で
行
い
ま
す
。
和
光
大
学
ア
カ
ウ
ン 

ト
が

必
要
と
な
る
の
で
、
自
分
の
ユ
ー
ザ
ー
名
と
パ
ス

ワ
ー
ド
の
確
認
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
履
修
登
録
期
間 

4
月
19
日(

金)

〜
22
日(

月)

・
履
修
訂
正
期
間 

4
月
30
日(

火)

5
月
1
日(

水)

●
履
修
相
談

　
学
修
計
画
や
「
和
光
ポ
ー
タ
ル
」
で
の
履
修
登
録

の
こ
と
な
ど
、
教
学
支
援
室
窓
口
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
な
ど
は
、「
学

修
の
手
び
き
」
を
よ
く
読
ん
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
前
期
授
業
開
始

　
前
期(

大
学
院
は
春
セ
メ
ス
タ
ー)

の
授
業
開
始

は 

4
月
10
日(

水)

で
す
。

 

学
生
支
援
室 

A
棟
3
階 

●
学
生
ロ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て

・
貸
与
期
間
　
19
年
12
月
23
日
ま
で
で
す
。

・
利
用
料
金
　
利
用
料
は
年
間
千
円
で
す
。 

・
受
付
期
間 

4
月
10
日(

水)

〜
19
日(

金)

 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
し
ま
す
。

●
学
生
相
談
セ
ン
タ
ー

【
☎
0
4
4

-

9
4
9

-

0
0
0
4
】

　
月
〜
金
の
週
5
日
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す(

1
コ
マ
45
分
、
予
約
制)

。
予
約
や

詳
細
に
つ
い
て
は
G
棟
学
生
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

医
務
室 

G
棟
1
階

●
健
康
診
断
と
再
検
査
等
に
つ
い
て

　
健
康
診
断(

在
学
生)

は
、
4
月
6
日(

土)

、
8

日(

月)

、
9
日(

火)

に
行
い
ま
す
。
健
康
診
断
で
、 

再
検
査
や
校
医
面
談
を
指
示
さ
れ
た
方
は
、
お
伝
え

し
た
実
施
日
時
に
必
ず
医
務
室
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
健
康
診
断
証
明
書
に
つ
い
て

　
大
学
で
健
康
診
断
を
受
け
、
か
つ
再
検
査
等
指
示

を
す
べ
て
済
ま
せ
た
方
の
み
、
5
月
中
旬
か
ら
自
動

発
行
機
で
発
行
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
掲

示
板
な
ど
で
発
行
開
始
日
を
案
内
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
医
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
感
染
症
へ
の
注
意
と
予
防
を

　
37
度
5
分
以
上
の
発
熱
や
体
調
不
良
時
は
、
何
ら

か
の
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の 

で
、
登
校
前
に
受
診
す
る
な
ど
の
対
応
と
普
段
の
予

防
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

キ
ャ
リ
ア
支
援
室 

A
棟
3
階

●
4
年
生
の
皆
さ
ん

　
求
人
検
索
の
方
法
・
応
募
書
類
の
作
成
や
提
出
・

面
接
対
策
な
ど
、
個
別
相
談
で
対
応
し
て
い
ま
す
。 

将
来
の
可
能
性
を
広
げ
て
就
職
活
動
に
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。

●
3
年
生
の
皆
さ
ん

　
各
企
業
は
3
年
生
向
け
に
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
す
。
社
会
人
と
接
す
る
貴
重
な
チ
ャ 

ン
ス
で
す
。
興
味
の
あ
る
企
業
・
団
体
で
積
極
的
に

経
験
し
ま
し
ょ
う
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
で
、
各
企
業 

か
ら
届
く
案
内
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
1
・
2 

年
生
の
皆
さ
ん

　
1
年
生
か
ら
参
加
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
行
事
や

講
座
も
多
数
あ
り
ま
す
!
将
来
へ
の
不
安
や
疑
問
な

ど
、
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
保
証
人
の
皆
さ
ま

　
学
生
本
人
が
、
主
体
的
に
自
身
の
進
路
を
選
択
決

定
で
き
る
よ
う
、
1
年
次
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま 

す
。
悩
ん
だ
り
迷
っ
て
い
る
と
き
は
、
足
を
運

ぶ
よ
う
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

 

企
画
室 

A
棟
1
階

●
学
生
研
究
助
成
金
の
募
集

　
学
生
で
学
術
研
究
等
に
顕
著
な
成
績
を
上
げ
ら
れ

る
と
思
わ
れ
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ 

を
対
象
に
、

学
生
研
究
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

・
給
付
額
1
件
5
万
円
以
内

*
場
合
に
よ
り
増
額
あ
り
。
た
だ
し
10
万
円
を
超
え

な
い
も
の
と
す
る
。

・
受
付
期
間
5
月
1
日(

水)

〜
31
日(

金)

●
オ
ー
プ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
ぱ
い
で
い
あ
の
ご
案
内

　
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
る
市
民
講
座
で
す
。
本
学

在
学
生
は
受
講
料
が
5
分
の
1
に
な
り
ま
す
。
企
画 

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
図
書
・
情
報
館 

図
書
館
部
門

●
図
書
・
情
報
館
の
利
用
に
つ
い
て

　
学
習
・
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
図
書
館
と

情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
を
複
合
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

入
館
お
よ
び
貸
出
、
施
設
利
用
に
は
学
生
証
が
必
要

で
す
。
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
の
ご
案
内

　
基
礎
か
ら
応
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
ま
で
、〝
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
〞
す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加

数
に
応
じ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
、
ポ

イ
ン
ト
ラ
リ
ー
も
実
施
し
ま
す
。

●Let’s Read Projectの
報
告
書
を
配
布
中

　
学
生
が
主
体
と
な
り
、
本
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
や
活
動
を
企
画
・
実
行
す
る
「Let’s Read 

Project

」。
18
年
度
の
活
動
を
ま
と
め
た
冊
子
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

図
書
・
情
報
館 

情
報
部
門 

●
和
光
大
学
ア
カ
ウ
ン
ト
の
発
行
に
つ
い
て

　
学
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
無
線
L
A
N
を
利
用
す

る
際
に
は
「
和
光
大
学
ア
カ
ウ
ン
ト
」（
ユ
ー
ザ
名

と
パ
ス
ワ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。
新
入
生
に
は
学
生

証
と
同
時
に
配
付
さ
れ
ま
す
。

　
自
分
の
和
光
大
学
ア
カ
ウ
ン
ト(

パ
ス
ワ
ー
ド)

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
メ

デ
ィ
ア
サ
ロ
ン
に
て
再
発
行
（
有
料
・
翌
日
発
行
）

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
メ
デ
ィ
ア
室
の
自
習
利
用
時
間
に
つ
い
て

　
メ
デ
ィ
ア
室
の
自
習
利
用
時
間
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
通
常
授
業
期
間
（
５
月
の
Ｇ
Ｗ
明
け
以
降
）

　 
平
日
９
時
〜
17
時
50
分
（
最
終
受
付
17
時
20
分
）

・
集
中
講
義
・
補
習
講
義
期
間
・
試
験
期
間

　 

平
日
９
時
〜
16
時
50
分
（
最
終
受
付
16
時
20
分
）

 

和
光
大
学
同
窓
会

　
和
光
大
学
同
窓
会
は
、
卒
業
生
同
志
、
卒
業
生
と

現
役
生
と
の
交
流
を
通
し
て
和
光
大
学
を
見
守
り
支

援
す
る
和
光
大
学
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

●
同
窓
会
役
員
メ
ン
バ
ー
募
集
中

　
現
役
生
大
歓
迎
!

　
同
窓
会
の
活
動
を
楽
し
く
、
意
義
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
に
お
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
!

・「
教
職
志
望
学
生
支
援
講
座
」「
福
祉
の
お
仕
事
ガ

イ
ド
」
な
ど
現
役
生
応
援
企
画
も
あ
り
ま
す
。

・同
窓
会
会
報
寄
稿
者(

近
況
報
告
、イ
ラ
ス
ト
、漫
画
、

お
店
、
書
籍
等
の
紹
介
な
ど) 

詳
細
は
H 

P
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
E
メ
ー
ル
・
F
A
X
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
メ
ー
ル
　dousoukai@

wako.ac.jp

F
A
X
　
0
4
4

-

9
4
9

-

0
0
0
8

 

奨
学
金
制
度

●
輝
け
!
未
来
の
和
光
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド 

　
和
光
大
学
成
績
優
秀
者
奨
学
金

【
対
象
】
2
〜
4
年
次
生

【
給
付
額
】
授
業
料
の
半
額(

後
期
分
充
当)

【
採
用
人
数
】
上
限
8
名

【
申
請
時
期
】
4
月
中
旬
〜
4
月
下
旬 

【
選
考
基
準
】
学
力
基
準

●
輝
け
!
未
来
の
和
光
サ
フ
ァ
イ
ア

　
和
光
大
学
給
付
奨
学
金

【
対
象
】
2
〜
4
年
次
生
お
よ
び
大
学
院
生

【
給
付
額
】授
業
料
の
半
額(

後
期
分・秋
期
分
充
当)

【
採
用
人
数
】
上
限
70
名

【
申
請
時
期
】
6
月
上
旬
〜
6
月
下
旬 

【
選
考
基
準
】
学
力
基
準
お
よ
び
家
計
基
準

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金 

　
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
貸
与
を
新
た
に
希

望
す
る
方
は
、
申
請
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

左
記
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
の
説
明
会
に
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い(

※
内
容
は
ど
ち
ら
も
同
じ
で
す)

。 

【
日
時
】
4
月
8
日(

月)

12
時
20
分
〜 

          　
4
月
9
日(

火)

12
時
20
分
〜

【
場
所
】
E
棟 

1
0
1 

教
室 

※
高
校
在
学
時
に
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
採
用
候
補
者
に

決
定
し
た
方
は
出
席
す
る
必
要
は
あ
り
ま 

せ
ん
。

●
私
費
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金

私
費
外
国
人
留
学
生
対
象
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
4
月 

11
日(

木)

12
時
15
分
〜 

【
場
所
】
A
棟
4
階
第
2
会
議
室

●
留
学
生
歓
迎
会

　
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
必
ず
事
前
に
掲
示
板
・

H
P 

等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　新入生健康診断

　日本学生支援機構奨学金採用候補者説明会

　

　入学登録・父母懇談会
　

　学科別オリエンテーション(※) 

　在学生健康診断 

　東京工芸大学単位互換オリエンテーション① 

　資格課程オリエンテーション(※)

　

　学科別オリエンテーション(※) 

　在学生健康診断

　短期語学留学オリエンテーション 

　資格課程オリエンテーション(※) 

　再入学生オリエンテーション

　

　学科別オリエンテーション(※) 

　在学生健康診断 

　東京工芸大学単位互換オリエンテーション②

　資格課程オリエンテーション(※) 

　編入学・転部転科生オリエンテーション

　前期授業開始

　留学生オリエンテーション

　　履修登録 (~4 月 22 日まで )

　学生研究助成金の募集受付 (~5 月 31 日まで )

(※) 詳細は、オリエンテーション日程表を確認してください。

Campus calendar

A p r i l

M a y

Campus
Information

キ ャ ン パ ス イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
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●
太
田
　素
子
（
お
お
た
・
も
と
こ
）

現
代
人
間
学
部
教
授
。

2
0
0
7
年
に
着
任
。
専
攻
は
教
育
学
・
教
育
思
想

史
。
担
当
科
目
は
、「
保
育
原
理｣｢

幼
児
教
育
学
演

習｣

な
ど
。
保
育
実
習
セ
ン
タ
ー
長
や
心
理
教
育
学

科
長
な
ど
歴
任
。
学
外
で
は
、
日
本
教
育
学
会
・

教
育
史
学
会
の
紀
要
編
集
委
員
、
幼
児
教
育
史
学

会
会
長
な
ど
務
め
ら
れ
た
。

●
竹
信
　三
恵
子
　(た
け
の
ぶ
・
み
え
こ)

現
代
人
間
学
部
教
授
。

2
0
1
1
年
に
着
任
。
専
攻
は
労
働
社
会
学
・
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
論
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
な
ど
。
担

当
科
目
は
、
「
現
代
社
会
と
労
働
」
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
と
メ
デ
ィ
ア
」
な
ど
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
担
当
者
や
現
代
社
会
学
科
長
な
ど
歴
任
。
学
外

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究

会
理
事
、
N
P
O
法
人
ア
ジ
ア
女
性
資
料
セ
ン
タ

ー
代
表
理
事
な
ど
務
め
ら
れ
た
。

●
川
間
　哲
夫
（
か
わ
ま
・
て
つ
お
）

表
現
学
部
教
授
。

1
9
8
5
年
に
着
任
。専
攻
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
。担
当
科
目
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
」「
記
号
と
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
。

芸
術
学
科
長
、
教
務
部
長
、
表
現
学
部
紀
要
委
員

長
な
ど
歴
任
。
学
外
で
は
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会
会

員
、
基
礎
デ
ザ
イ
ン
学
会
会
員
、
日
本
記
号
学
会

員
な
ど
務
め
ら
れ
た
。

●
小
瀬
村
　真
美
（
こ
せ
む
ら
・
ま
み
）

表
現
学
部
准
教
授
。

2
0
0
8
年
着
任
。
専
門
は
現
代
美
術
（
絵
画
・

映
像
）

担
当
科
目
は
、「
視
覚
遊
戯
・
映
像
工
房
」「
視
覚

芸
術
表
現
の
基
礎
」
な
ど
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

委
員
会
委
員
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
な
ど
歴
任
。

2
0
1
5
年
度
五
島
記
念
文
化
賞
を
受
賞
。

●
星
野
　菜
穂
子
（
ほ
し
の
・
な
ほ
こ
）

経
済
経
営
学
部
教
授
。

2
0
0
9
年
着
任
。
専
攻
は
現
代
日
本
経
済
論
、

地
方
財
政
論
。
担
当
科
目
は
、「
現
代
日
本
経
済
論
」

「
自
治
体
の
役
割
」
ほ
か
。
学
科
幹
事
や
図
書
・
情

報
館
運
営
会
議
委
員
な
ど
歴
任
。
学
外
で
は
、
横

浜
市
税
制
調
査
会
委
員
や
東
京
都
税
制
調
査
会
委

員
な
ど
務
め
ら
れ
た
。

●
心
理
教
育
学
科

齋
藤 

　澄
子
（
さ
い
と
う
・
す
み
こ
）

●
芸
術
学
科
　

世
利
　幸
代
（
せ
り
・
ゆ
き
よ
）

●
心
理
教
育
学
科

織
田
　望
美 

（
お
だ
・
の
ぞ
み
）
　

①
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文

　化
創
成
科
学
研
究
科 
博
士
後
期
課
程

②
立
教
女
学
院
短
期
大
学
、
東
洋
学
園

　大
学
非
常
勤
講
師
、
米
国
ウ
ェ
ル
ズ

　リ
ー
大
学
客
員
研
究
員

③
保
育
学
、
幼
児
教
育
史

④
マ
ラ
ソ
ン
、
山
登
り
、
温
泉

①
東
京 

女
子
大
学
大
学
院
博
士 

後
期
課   

　程 

人
間
科
学
研
究
科
生
涯
人
間
科
学

　専
攻
（
博
士
）

②
東
京
都
庁
職
員
、
東
京
女
子
大
学

　

　研
究
員

③
移
住
労
働
政
策
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
労
働
論

④
太
極
拳

●
現
代
社
会
学
科

佐
伯
　芳
子 

（
さ
え
き
・
よ
し
こ
）

●
芸
術
学
科

大
坪
　晶
（
お
お
つ
ぼ
・
あ
き
ら
）
　

①
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科

　修
士
課
程
先
端
芸
術
表
現
科(

芸
術
表

　現
修
士)

、
プ
ラ
ハ
工
芸
美
術
大
学
　

　修
士
課
程
写
真
学
科 (M

.A.)

②
大
阪
芸
術
大
学
写
真
学
科
客
員
准
教

　授
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
文
芸
表
現

　学
科
非
常
勤
講
師

③
現
代
美
術
（
写
真
、
映
像
、
イ
ン
ス

　タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

④
読
書
（
小
説
）
、
蚤
の
市
め
ぐ
り

①
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
府
芸
術

　工
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
（
芸
術
工

　学
博
士
）

②
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
サ
ル

　タ
ン
ト
、
九
州
産
業
大
学
造
形
短
期

　大
学
部
専
任
講
師

③
デ
ザ
イ
ン
美
学
、
デ
ザ
イ
ン
史
、

　

　ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　デ
ザ
イ
ン

④
鉄
道
、
旅
行
、
写
真
、
温
泉

①
上
越
教
育
大
学
大
学
院
　学
校
教
育

　研
究
科  

教
育
経
営
コ
ー
ス
修
士
課
程

　修
了

②
公
立
小
学
校
教
諭
・
主
幹
教
諭
・
副

　校
長
教
育
委
員
会
研
修
担
当
指
導

　主
事

③
学
級
経
営
論
、
学
校
経
営
論
、
教
育

　実
践
（
特
別
支
援
教
育
）
論

④
旅
行
、
生
け
花

向かって左から竹信先生、太田先生

新
任
教
員
の
紹
介（
19
・
4
・
1
付
）

①
最
終
学
歴

②
主
な
経
歴

③
専
攻
分
野

④
趣
味
・
特
技

退
職
教
員
の
紹
介
（
19
・
3
・
31
付
）

STAFF MEMBERS

後藤　麻佑　　(15G)　 取材執筆　　　野内　愛加　　(15G)　 取材執筆　　　　一二三　友佳　(18G) 　取材執筆 /レイアウト
藤巻　瞬　　　(15G)　 撮影　　　　　李　宗益      　　(16G)　 撮影　　　　　　大倉　里奈   　 (17P)　 撮影
松本　美吹　　(15G) 　レイアウト　　吉田　菜々子　(15G) 　レイアウト　　　吉田　るい　　(15G) 　レイアウト
落合　さら   　 (16G) 　レイアウト　　越村　歩　　　(16G) 　レイアウト　　　清水　美里　　(16G) 　レイアウト

担当：企画係　Tel 044-988-1433

　

「メディアビジネス論」「データベース論」など担当。インドネシア出身。
JICA やアジア防災センターの職員を経て、和光大学では 2002 年から教えている。
高校卒業後のベルギー留学から始まり、現在まで世界に飛び出し活躍している。
学生に対しても、フィールドワークなどの授業を通し、
異なる文化や考え方に触れ視野を広げられるよう導いている。
母国の伝統武術「シラット」の師範でもある。

留学への熱意

　先生が若い頃、まだインドネシアは後
進国で、自分のためにも自国のためにも
海外で学ぶことが重要であった。
　高校時代成績優秀だったため、アメリ
カの財団からの援助でベルギーに 1年
間留学することができた。その経験から
留学への意欲がさらに高まり、帰国後、
再度留学できるよう母国の担当大臣に嘆
願書を書いた。その返事が来なかったの
で、直接首都まで押しかけたのだが、そ
れがきっかけとなり、その熱意が通じ国
費で留学できることになった。その時、
ベルギー留学でオランダ語を話せるよう
になっていたのでオランダ行を希望した
のだが、結果は日本。同じアジアなので
残念な気持ちも持ちつつ来日したのだ
が、すぐに馴染み、その関係は現在まで
30 年以上に及んでいる。

経験を通して学ぶ

　先生は様々なことに挑戦している。日
本に留学中にも、アルバイトをいくつも
行った。言葉ができない頃の警備員から
始まり、皿洗い、プログラミング、通訳
など知識・経験が増えるにつれ難易度の
高い仕事にもチャレンジしていった。生
活費を稼ぐこと以上に、経験から学べる
ことが大切だったという。お客さんとし
て来て勉強だけをするのではなく、率先
して社会に入っていくことで、言葉はも
ちろん、日本の文化や習慣も深く理解で
きるようになっていった。経験から学ん
でいく意欲はその後も続き、世界各地へ
のホームステイや国連、JICA などで働
くことにつながっていく。和光大学の経
営学科で教えるようになってからも、実
際の経営を知りたいとの思いから、母国
のパン工場の経営に携わったこともある
そうだ。

伝えたいこと

先生の授業では、体験を重視している。
頭で理解したことは忘れやすいが、五感
を使って学んだことは 10 年経っても忘
れないことが多い。そのためにゼミでは
色々な所へ出向くし、外部の人に講演を
してもらう。また、先生は人と人とのつ
ながりを大切にしている。先生自身、人
とのつながり ( コネとも言う ) のおかげ
で、世界中で活動できたそうだ。
これからも先生は、機会を見つけて海外
に学生を連れて行きたいと思っていると
いうことなので、新しいことに挑戦した
い人、人とのつながりを広げたい人は、
ぜひ先生に相談してみてはいかがだろう
か。

　( 文＝後藤）

「実践的学びのススメ」
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●
太
田
　素
子
（
お
お
た
・
も
と
こ
）

現
代
人
間
学
部
教
授
。

2
0
0
7
年
に
着
任
。
専
攻
は
教
育
学
・
教
育
思
想

史
。
担
当
科
目
は
、「
保
育
原
理｣｢

幼
児
教
育
学
演

習｣

な
ど
。
保
育
実
習
セ
ン
タ
ー
長
や
心
理
教
育
学

科
長
な
ど
歴
任
。
学
外
で
は
、
日
本
教
育
学
会
・

教
育
史
学
会
の
紀
要
編
集
委
員
、
幼
児
教
育
史
学

会
会
長
な
ど
務
め
ら
れ
た
。

●
竹
信
　三
恵
子
　(た
け
の
ぶ
・
み
え
こ)

現
代
人
間
学
部
教
授
。

2
0
1
1
年
に
着
任
。
専
攻
は
労
働
社
会
学
・
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
論
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
な
ど
。
担

当
科
目
は
、
「
現
代
社
会
と
労
働
」
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
と
メ
デ
ィ
ア
」
な
ど
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
担
当
者
や
現
代
社
会
学
科
長
な
ど
歴
任
。
学
外

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究

会
理
事
、
N
P
O
法
人
ア
ジ
ア
女
性
資
料
セ
ン
タ

ー
代
表
理
事
な
ど
務
め
ら
れ
た
。

●
川
間
　哲
夫
（
か
わ
ま
・
て
つ
お
）

表
現
学
部
教
授
。

1
9
8
5
年
に
着
任
。専
攻
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
。担
当
科
目
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
」「
記
号
と
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
。

芸
術
学
科
長
、
教
務
部
長
、
表
現
学
部
紀
要
委
員

長
な
ど
歴
任
。
学
外
で
は
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会
会

員
、
基
礎
デ
ザ
イ
ン
学
会
会
員
、
日
本
記
号
学
会

員
な
ど
務
め
ら
れ
た
。

●
小
瀬
村
　真
美
（
こ
せ
む
ら
・
ま
み
）

表
現
学
部
准
教
授
。

2
0
0
8
年
着
任
。
専
門
は
現
代
美
術
（
絵
画
・

映
像
）

担
当
科
目
は
、「
視
覚
遊
戯
・
映
像
工
房
」「
視
覚

芸
術
表
現
の
基
礎
」
な
ど
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

委
員
会
委
員
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
な
ど
歴
任
。

2
0
1
5
年
度
五
島
記
念
文
化
賞
を
受
賞
。

●
星
野
　菜
穂
子
（
ほ
し
の
・
な
ほ
こ
）

経
済
経
営
学
部
教
授
。

2
0
0
9
年
着
任
。
専
攻
は
現
代
日
本
経
済
論
、

地
方
財
政
論
。
担
当
科
目
は
、「
現
代
日
本
経
済
論
」

「
自
治
体
の
役
割
」
ほ
か
。
学
科
幹
事
や
図
書
・
情

報
館
運
営
会
議
委
員
な
ど
歴
任
。
学
外
で
は
、
横

浜
市
税
制
調
査
会
委
員
や
東
京
都
税
制
調
査
会
委

員
な
ど
務
め
ら
れ
た
。

●
心
理
教
育
学
科

齋
藤 

　澄
子
（
さ
い
と
う
・
す
み
こ
）

●
芸
術
学
科
　

世
利
　幸
代
（
せ
り
・
ゆ
き
よ
）

●
心
理
教
育
学
科

織
田
　望
美 

（
お
だ
・
の
ぞ
み
）
　

①
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文

　化
創
成
科
学
研
究
科 

博
士
後
期
課
程

②
立
教
女
学
院
短
期
大
学
、
東
洋
学
園

　大
学
非
常
勤
講
師
、
米
国
ウ
ェ
ル
ズ

　リ
ー
大
学
客
員
研
究
員

③
保
育
学
、
幼
児
教
育
史

④
マ
ラ
ソ
ン
、
山
登
り
、
温
泉

①
東
京 

女
子
大
学
大
学
院
博
士 

後
期
課   

　程 

人
間
科
学
研
究
科
生
涯
人
間
科
学

　専
攻
（
博
士
）

②
東
京
都
庁
職
員
、
東
京
女
子
大
学

　

　研
究
員

③
移
住
労
働
政
策
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
労
働
論

④
太
極
拳

●
現
代
社
会
学
科

佐
伯
　芳
子 

（
さ
え
き
・
よ
し
こ
）

●
芸
術
学
科

大
坪
　晶
（
お
お
つ
ぼ
・
あ
き
ら
）
　

①
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科

　修
士
課
程
先
端
芸
術
表
現
科(

芸
術
表

　現
修
士)

、
プ
ラ
ハ
工
芸
美
術
大
学
　

　修
士
課
程
写
真
学
科 (M

.A.)

②
大
阪
芸
術
大
学
写
真
学
科
客
員
准
教

　授
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
文
芸
表
現

　学
科
非
常
勤
講
師

③
現
代
美
術
（
写
真
、
映
像
、
イ
ン
ス

　タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

④
読
書
（
小
説
）
、
蚤
の
市
め
ぐ
り

①
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
府
芸
術

　工
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
（
芸
術
工

　学
博
士
）

②
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
サ
ル

　タ
ン
ト
、
九
州
産
業
大
学
造
形
短
期

　大
学
部
専
任
講
師

③
デ
ザ
イ
ン
美
学
、
デ
ザ
イ
ン
史
、

　

　ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　デ
ザ
イ
ン

④
鉄
道
、
旅
行
、
写
真
、
温
泉

①
上
越
教
育
大
学
大
学
院
　学
校
教
育

　研
究
科  

教
育
経
営
コ
ー
ス
修
士
課
程

　修
了

②
公
立
小
学
校
教
諭
・
主
幹
教
諭
・
副

　校
長
教
育
委
員
会
研
修
担
当
指
導

　主
事

③
学
級
経
営
論
、
学
校
経
営
論
、
教
育

　実
践
（
特
別
支
援
教
育
）
論

④
旅
行
、
生
け
花

向かって左から竹信先生、太田先生

新
任
教
員
の
紹
介（
19
・
4
・
1
付
）

①
最
終
学
歴

②
主
な
経
歴

③
専
攻
分
野

④
趣
味
・
特
技

退
職
教
員
の
紹
介
（
19
・
3
・
31
付
）

STAFF MEMBERS

後藤　麻佑　　(15G)　 取材執筆　　　野内　愛加　　(15G)　 取材執筆　　　　一二三　友佳　(18G) 　取材執筆 /レイアウト
藤巻　瞬　　　(15G)　 撮影　　　　　李　宗益      　　(16G)　 撮影　　　　　　大倉　里奈   　 (17P)　 撮影
松本　美吹　　(15G) 　レイアウト　　吉田　菜々子　(15G) 　レイアウト　　　吉田　るい　　(15G) 　レイアウト
落合　さら   　 (16G) 　レイアウト　　越村　歩　　　(16G) 　レイアウト　　　清水　美里　　(16G) 　レイアウト

担当：企画係　Tel 044-988-1433

　

「メディアビジネス論」「データベース論」など担当。インドネシア出身。
JICA やアジア防災センターの職員を経て、和光大学では 2002 年から教えている。
高校卒業後のベルギー留学から始まり、現在まで世界に飛び出し活躍している。
学生に対しても、フィールドワークなどの授業を通し、
異なる文化や考え方に触れ視野を広げられるよう導いている。
母国の伝統武術「シラット」の師範でもある。

留学への熱意

　先生が若い頃、まだインドネシアは後
進国で、自分のためにも自国のためにも
海外で学ぶことが重要であった。
　高校時代成績優秀だったため、アメリ
カの財団からの援助でベルギーに 1年
間留学することができた。その経験から
留学への意欲がさらに高まり、帰国後、
再度留学できるよう母国の担当大臣に嘆
願書を書いた。その返事が来なかったの
で、直接首都まで押しかけたのだが、そ
れがきっかけとなり、その熱意が通じ国
費で留学できることになった。その時、
ベルギー留学でオランダ語を話せるよう
になっていたのでオランダ行を希望した
のだが、結果は日本。同じアジアなので
残念な気持ちも持ちつつ来日したのだ
が、すぐに馴染み、その関係は現在まで
30 年以上に及んでいる。

経験を通して学ぶ

　先生は様々なことに挑戦している。日
本に留学中にも、アルバイトをいくつも
行った。言葉ができない頃の警備員から
始まり、皿洗い、プログラミング、通訳
など知識・経験が増えるにつれ難易度の
高い仕事にもチャレンジしていった。生
活費を稼ぐこと以上に、経験から学べる
ことが大切だったという。お客さんとし
て来て勉強だけをするのではなく、率先
して社会に入っていくことで、言葉はも
ちろん、日本の文化や習慣も深く理解で
きるようになっていった。経験から学ん
でいく意欲はその後も続き、世界各地へ
のホームステイや国連、JICA などで働
くことにつながっていく。和光大学の経
営学科で教えるようになってからも、実
際の経営を知りたいとの思いから、母国
のパン工場の経営に携わったこともある
そうだ。

伝えたいこと

先生の授業では、体験を重視している。
頭で理解したことは忘れやすいが、五感
を使って学んだことは 10 年経っても忘
れないことが多い。そのためにゼミでは
色々な所へ出向くし、外部の人に講演を
してもらう。また、先生は人と人とのつ
ながりを大切にしている。先生自身、人
とのつながり ( コネとも言う ) のおかげ
で、世界中で活動できたそうだ。
これからも先生は、機会を見つけて海外
に学生を連れて行きたいと思っていると
いうことなので、新しいことに挑戦した
い人、人とのつながりを広げたい人は、
ぜひ先生に相談してみてはいかがだろう
か。

　( 文＝後藤）

「実践的学びのススメ」
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　“鶴川駅” 南口を出て約３分、秘密基地のようにひっそりと
佇むのは古民家カフェ「花と海」。白く塗装された外観に青く
晴れ渡った空が映え、はるか遠く海外の海の家の様な爽やかな
雰囲気を感じられる。それでいてどこか懐かしいのは、ここが
空き家を改装した “古民家カフェ” だからであろう。「花と海」
という名前は、橋本さんの娘さん (２人 ) のお名前が由来との
こと。
　それでは、今回、取材でお店を訪れファンになった私が、
この店の魅力を伝えていこう。この記事を読み終わる頃、あな
たはきっとここを訪れたくなるはずだ。さあ、春風を感じる
テラス席を抜け、店に入ればコーヒーの豊かな香りが鼻腔を
くすぐる。
　看板メニューは、フルーツ酵素をたっぷり使ったサラダボウル。
木皿いっぱいの野菜はシャキシャキとフォークを拒むくらい
どれも新鮮で、オリジナルのドレッシングが野菜独自の甘みを
引き出している。また、スムージーもやさしい味で、一口飲め
ば幸福感に包まれる。ここでは時間がゆっくり流れるようで、
美味しいものを頂きながら、のんびりとしたひとときが過ごせる。
　こんな素敵な憩いの場である「花と海」は普通のカフェで
はない。自然派の体に優しいメニュー？子連れでもペット連れ
でも気兼ねなくお茶ができること？勿論、それもある。しかし
それだけではなく、地域との交流があるイベントの場でも
あるのだ。

Cafe 花と海　橋本洋子さん

　「地域の “ハブ” になりたい」という思いから、地域の人々を
対象にしたイベントを店内で実施している。何かやりたい人達に
“場所” を提供しているのだ。過去にはパン作り教室や、絵本の
読み聞かせ。はたまたゴスペルの生合唱まで、実に多種多様な
催しを開催している。イベントをやってみたいという方は是非、
ここを訪れてみてはどうだろうか？自分の思いを橋本さんに相談
すれば、この場所を使ってどんなイベントができるのか、的確に
アドバイスしてくれるはずだ。お客さんともつながりができる
など、きっと今までにない出会い、発見、新しいことへの意欲や
勇気がもらえるようになるだろう。
　お店では雑貨などの販売も行っている。自分で仕入れたもの
だけではなく地域の方々の作品も並んでいる。和光生の作品も
お店に飾ることはできるので、ものづくりが好きな人は自分の
作品の販売にチャレンジしてみてはいかがだろうか。ただ、
店頭に並べるのは、お店の雰囲気に合うことが条件なので、
作品を持ち込みたい方は、まずお店に行ってみるべきだろう。
また、そこで未知のアーティストの魅力的な作品との出会いが
あるかもしれない。
　このお店の佇まい、メニュー、イベント、雑貨など、全てに
橋本さんのこだわりが詰まっている。でも敷居が高いという
ことはなく、自然な優しさに溢れ、誰でも受け入れてくれる
雰囲気がある。癒しを得られるだけでなく、新しい刺激を
もらえる場所でもあるので、皆さんもぜひ一度足を運んで
みてはいかがだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 文=一二三 )
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